
所 属 林政部 県産材流通課
担当(係)名 県産材需要拡大担当 内線 3013

新 県産材の需要拡大の推進
＜森林整備加速化・林業再生基金事業＞

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】
７３８，５４１ 国庫 8,000 補助金 707,734

（前年度１，０１５，０６０） 県債 10,000 （木造公共施設整備助成等）
一般財源 720,541

２ 背 景 ・ 現 状
昨年10月に「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が施行され、

県等における積極的な取組が求められている。一方、厳しい経済状況の中、新設住
宅の着工数が極めて低水準にあり、県産材を多用した住宅の建築やリフォームをよ

り一層促進していく必要がある。

３ 事 業 目 的

公共施設の木造化・内装木質化推進施策を強化するとともに、県産材を多用した
住宅の建設に係る補助を実施することにより、県産材の需要を拡大し、裾野が広く

地域経済への波及効果が高い住宅着工の増加を図る。

４ 事 業 概 要
（１）公共施設の木造化、内装木質化の促進

ア 県有施設の内装木質化の推進

県自らも公共施設の木質化を積極的に推進するため、ＰＲ効果の高い既存の県
有施設の内装木質化工事を実施する。

・県有施設木質化推進加速化事業他 [ ２０，２００千円]
＜森林整備加速化・林業再生基金事業＞

イ 市町村等による公共施設の木造化、内装木質化の促進
市町村等が行う教育・福祉関連施設等の木造化、内装木質化に係る経費の一部

を助成する。
・木造公共施設整備加速化事業 ［５７５，８３６千円]

＜森林整備加速化・林業再生基金事業＞

・県産材需要拡大施設等整備事業 [ ７２，２０９千円]
ウ 木造施設整備の低コスト化の推進

低コスト化を推進するためのマニュアル・事例集の作成及び研修会を開催する。
・新 木造公共施設整備推進加速化事業 ［ ８，７８０千円]

＜森林整備加速化・林業再生基金事業＞

（２）県産材住宅の建設促進
梁・桁等の構造材や内装材に一定量以上の県産材を使用した住宅の建築主に対

し、経費の一部を助成する。新築については補助棟数を100棟から200棟へ倍増する。
また、産直住宅建設団体が行う大黒柱贈呈等に係る経費の一部を助成する。

・ぎふの木で家づくり支援事業他 ［４１，１３６千円] 補助棟数 200棟
＜森林整備加速化・林業再生基金事業他＞

・ぎふの木で内装木質化支援事業 ［１３，３８０千円] 補助棟数 130棟

・産直住宅建設支援事業 ［ ７，０００千円] 補助棟数 200棟

（款）６農林水産業費 （項）５林業費 （目）（3）県産材流通対策費
（明細書事業名）○木材利用推進対策費 ○木材生産流通対策費

木造公共施設整備加速化事業費 ぎふの木で家づくり支援事業費補助金 他

- 林政６ -


